
微弱な電気刺激による菌糸の成長の変化
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キノコへの電気刺激⇒菌糸の伸長量が変化

・高電圧 伸長を抑制
子実体を形成(栄養成長から生殖成長に変化)

・低電圧 伸長を促進
(先行研究があるが不明確、検証の余地あり)

菌 糸･･･菌類の体を構成する糸状の構造。
子実体･･･普段食べている部分。菌糸にひび割れが起こった後､
栄養､光､温度などの条件が揃うと形成する。

微弱な電気刺激は高電圧の電気刺激と同様に、菌糸の成長を抑
制することがわかった。

1,微弱な電気刺激によって菌糸の伸長が促進される。

2,流れる電流を大きくすることで、菌糸の針葉が促進される。

培地選定

・電流を流したシャーレにはカビが多く発生した
(カビの発生により菌糸が抑制されるのでないか)
→実験の精度の向上

・流れる電流が大きいほど菌糸が抑制されるのか or 電流を流
す頻度が多いほど菌糸が抑制されるのか

電流3mAと菌糸伸長量の関係

１.予備実験にもとづき培地を作成した。これをアルミホイル

製の電極を設置したシャーレに注ぎ、電気が流れること

を確認した。（25Vでの電流3.1mA、約8000Ω）

２.1.を22℃下で培養した。約1日おきに25Vの電圧を60秒間

ずつかけた。対照区として電流を流さないものも用意した。

(電流ありn=7,電流なしn=９)

３.これを25日間続け、その間に菌糸の成長量を9回測定した。

結果

伸長量の測定①
伸長量を、菌糸の重量の増加で評価することを試みた。
１．シャーレから培地を取り出し、耐熱容器に移す
２．液状になるまで電子レンジで加熱
３．菌糸を取り出す

結果

寒天と菌糸を完全に分離できない→菌糸の成長はおおむね平面
的であることから、水平方向の伸長量のみで評価していく
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⇒以降, 5％グルコース培地(以下､培地)を使用

電流40mAと菌糸成長量の関係

１.   実験1の培地に、食塩を全体の質量の0.5％となるように
加えた。(25Vで電流37.5mA、抵抗約670Ω）

２.  22℃下で培養。約2日おきに25Vの電圧を60秒間ずつかけ
る。対照区として電流を流さないものを用意した。
(電流ありn＝5、電流なしn＝4、電流なし塩なしn＝4）

３.  これを28日間続け、その間に菌糸の成長量を測定した。

結果

考察
高電圧下と同様に菌糸にひび割れがおき、成長が抑制された。

先行研究(ジャガイモ培地使用）では、ジャガイモの栄養が電気
分解され、菌糸の成長が促進されたのではないか

カビの生えづらさ 菌糸の成長

ジャガイモ培地 △(3/4個) ◯

2%グルコース培地 ◯(0/4個) △

5%グルコース培地 ◯(0/4個) ◯

ジャガイモエキス入り寒天培地および２％,  ５％グルコース寒
天培地に、エリンギの切片を埋め込み、22℃下で培養した｡

伸長量の測定②

1．切片の中心で直交する2本の直線を

シャーレの裏に書く

2．切片の端から菌糸の先端までの

直線上の長さ(mm)を測定

電流の有無で
有意差なし

より大きな電流
で同様の実験を
行うことに

結果

菌糸の伸長量

目的・背景

仮説

予備実験１

ジャガイモエキス入り寒天培地 グルコース寒天培地（2%・5%）

ジャガイモの煮汁 500mL          水 500mL

寒天 7.5 g 寒天 7.5g

ブドウ糖 10 g                 ブドウ糖 (10g・27g）

表.予備実験の結果
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図4.実験2の結果
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